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■
パ
ネ
リ
ス
ト
…
…
李　

洙
喆
（
Ｇ
Ｈ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会

長
、
日
韓
経
済
協
会
理
事
、
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
、

元
三
星（
サ
ム
ス
ン
）物
産
副
社
長
、
サ
ム
ス
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

社
長
）、
宮
内
孝
久
（
本
学
学
長
、
元
三
菱
商
事
副
社
長
）

■
司　

会
…
…
阪
田
恭
代
（
本
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
教
授
）

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
の
略
歴
〉

李　

洙
喆（
イ
・
ス
チ
ョ
ル
）…
一
九
四
九
年
慶
尚
北
道
生
ま
れ
。
韓

国
・
成
均
館
大
学
経
営
学
専
攻
卒
業
後
、
一
九
七
三
年
三
星
（
サ
ム
ス

ン
）
物
産
入
社
。
一
九
九
三
年
サ
ム
ス
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
社
長
、
二
〇
〇

一
年
サ
ム
ス
ン
物
産
副
社
長
、
二
〇
〇
九
年
同
社
諮
問
役
。
二
〇
一
四

年
韓
国
三
菱
商
事
顧
問
。
日
韓
関
係
促
進
へ
の
多
大
な
る
貢
献
を
表
し

て
二
〇
〇
九
年
旭
日
中
綬
章
受
賞
。
二
〇
一
六
年
か
ら
Ｇ
Ｈ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
、
Ｃ
Ｊ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
顧
問
。
日
韓
経
済
協
会

理
事
、
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
も
務
め
る
。

宮
内
孝
久
（
み
や
う
ち
・
た
か
ひ
さ
）
…
一
九
五
〇
年
東
京
都
生
ま

れ
。
早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
一
九
七
五
年
三
菱
商
事
入
社
。
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
駐
在
、
メ
キ
シ
コ
合
弁
企
業
出
向
な
ど
を
経
て
、
二
〇

〇
九
年
常
務
執
行
役
員
化
学
品
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
二
〇
一
三
〜
二
〇

一
六
年
代
表
取
締
役
兼
副
社
長
、
二
〇
一
八
年
四
月
本
学
学
長
に
就
任
、

現
在
に
至
る
。

〈
対
談
の
趣
旨
〉

二
一
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
謳
っ
た

「
日
韓
共
同
宣
言
）
1
（

」
が
調
印
さ
れ
、
昨
年
（
二
〇
一
八
年
）
で
二
〇
周
年

を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
本
学
幕
張
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

対
談
「
日
韓
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
を
開
催
し
た
。
過
去
を

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
四
日　

開
催　
〈
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
（
ソ
ウ
ル
―
東
京
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
協
賛
〉

《
日
韓
共
同
宣
言
二
〇
周
年
記
念
対
談
「
日
韓
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」》

〈
対
談
〉
激
動
す
る
世
界
と
日
韓
関
係
│
次
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

 

李　

洙
喆
、
宮
内
孝
久

 

（
執
筆
＝
阪
田
恭
代
）
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心
に
刻
み
つ
つ
、
過
去
の
し
が
ら
み
を
乗
り
越
え
、
未
来
志
向
の
新
た

な
日
韓
関
係
を
築
く
た
め
調
印
さ
れ
た
「
日
韓
共
同
宣
言
」
は
、
政
府

間
の
交
流
に
加
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
交
流
、
韓
流
ブ
ー
ム
に
象
徴
さ
れ

る
文
化
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
教
育
交
流
、
若
者
の
交
流
等
、
さ
ら

な
る
「
民
間
交
流
」
を
促
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

今
回
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
で
は
、
日
韓
の
ビ
ジ
ネ

ス
界
に
造
詣
の
深
い
李
洙
喆（
イ
・
ス
チ
ョ
ル
）会
長
を
お
招
き
し
、
本

学
の
宮
内
孝
久
学
長
と
激
動
の
世
界
に
お
け
る
日
韓
関
係
に
つ
い
て
対

談
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
や
教
育
の
視
点
か

ら
、
未
来
を
担
う
次
世
代
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。
な
お
、
本
企

画
は
、
本
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
の
主
催
、

そ
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
2
（

の
協
賛
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

〈
対
談
の
要
旨
〉

司
会（
阪
田
）の
進
行
の
下
、
最
初
に
一
時
間
ほ
ど
李
会
長
と
宮
内
学

長
の
対
談
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
学
生
と
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

李　洙喆氏

宮内孝久学長
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以
下
、
対
談
と
質
疑
応
答
を
踏
ま
え
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言
内
容
を
ま

と
め
た
。

●
日
本
・
韓
国
と
の
出
会
い

・
ま
ず
日
本
、
韓
国
と
の
「
出
会
い
」（
韓
国
語
で
は
「
만
남（
マ
ン

ナ
ム
）」）
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宮
内
学
長

：

商
社
マ
ン
と
し
て
約
四
〇
年
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
の
中

で
、
私
は
ソ
ウ
ル
に
一
〇
〇
回
以
上
出
張
し
た
。
韓
国
の
財
閥
企
業
サ

ム
ス
ン
や
Ｌ
Ｇ
の
み
な
ら
ず
、
中
小
企
業
を
含
め
た
人
た
ち
と
広
く
仕

事
上
の
お
付
き
合
い
を
し
て
き
た
の
で
、
個
人
的
な
友
だ
ち
も
多
い
。

日
本
人
と
韓
国
人
は
見
た
目
も
似
て
い
て
波
長
も
合
う
が
、
違
う
と
こ

ろ
も
あ
る
。
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
一
般
的
に
言
っ
て
、
韓
国
人
は
自

己
主
張
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
日
本
人
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の

意
味
で
韓
国
人
の
方
が
世
界
標
準
に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
が
初
め
て
韓
国
に
行
っ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
だ
っ
た
。
当
時
韓

国
は
軍
事
政
権
下
に
あ
り
、
戒
厳
令
が
敷
か
れ
て
い
た
。
商
売
上
の
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
、
歴
史
の
話
で
韓
国
側
か
ら
説
教
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
思
い
切
っ
て
反
論
し
て
み
る
と
、「
若
い
の
に
よ
く
勉
強
し

て
い
る
な
」
と
言
わ
れ
、
気
に
入
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
相
手
に
自

分
の
考
え
を
率
直
に
伝
え
、
時
に
は
喧
嘩
腰
で
議
論
す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
う
。
親
戚
ど
う
し
の
感
覚
で
何
と
な
く
言
い
す
ぎ
て
し
ま
う
時

も
あ
る
。
そ
こ
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
良
い
付
き
合
い
が
で
き
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

李
会
長

：
私
が
初
め
て
日
本
に
行
っ
た
の
は
一
九
八
一
年
、
韓
国
が

ま
だ
貧
し
い
頃
だ
っ
た
。
日
本
は
す
で
に
先
進
国
に
な
っ
て
い
た
が
、

韓
国
の
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
わ
ず
か
数
千
ド
ル
。
日
本
で
サ
ム
ス

ン
物
産
の
名
前
を
知
る
人
は
、
ま
っ
た
く
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
会
社

の
オ
フ
ィ
ス
が
有
名
な
霞
が
関
ビ
ル
に
あ
り
、
三
菱
や
三
井
が
取
引
先

銀
行
だ
と
言
う
と
、
皆
信
用
し
て
く
れ
た
。
こ
の
頃
、
私
は
日
本
の
温

泉
街
に
行
っ
て
、
旅
館
が
記
念
品
に
使
う
韓
国
産
ア
メ
ジ
ス
ト
な
ど
を

売
り
歩
い
た
。
そ
の
後
、
生
鮮
品
、
雑
貨
、
履
物
、
ベ
ニ
ア
板
か
ら
化

学
製
品
ま
で
様
々
な
製
品
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
語
を
勉
強
し

な
が
ら
、
体
一
つ
で
販
路
を
開
拓
し
、
か
な
り
苦
労
し
た
が
、
い
ろ
い

ろ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

●
世
界
に
お
け
る
日
韓
の
役
割

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
近
年
、
ま
す
ま
す
競
争
が
激
し
く

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
経
済
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
米
中

の
覇
権
争
い
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
国
際
政
治
や
安
全
保
障
の
領
域
で

も
そ
う
で
あ
る
。
権
威
主
義
国
家
や
排
他
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
台
頭

し
、
自
由
民
主
主
義
体
制
も
挑
戦
を
受
け
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
登
場
で
国
際
情
勢
は
ま
す
ま
す
見
通
し
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
、
日
韓
両
国
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

な
の
か
、
ま
た
果
た
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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李
会
長

：

商
社
マ
ン
と
し
て
の
見
方
で
あ
る
が
、
私
は
次
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
。
日
韓
は
ア
ジ
ア
の
中
で
「
唯
一（
た
だ
一
つ
）」
と
い
う

よ
り
、「
唯
二
」（
た
だ
二
つ
）
の
民
主
主
義
国
家
で
あ
り
、
市
場
経
済

を
導
入
し
て
い
る
国
で
あ
る
。
一
方
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
二
位
の
経
済
大

国
で
あ
る
中
国
の
存
在
は
突
出
し
て
大
き
い
。
日
韓
は
中
国
と
経
済
面

で
協
力
的
な
関
係
を
維
持
し
て
い
る
が
、
政
治
体
制
に
つ
い
て
立
場
は

か
な
り
違
う
。
中
国
経
済
が
大
き
く
な
る
の
は
歓
迎
す
る
が
、
政
治
や

思
想
の
問
題
で
「
不
幸
な
歴
史
」
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
充
分
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
二
つ
の
大
国
・
米
国
と
中
国
に
は
さ
ま
れ

て
い
る
の
が
、
韓
国
と
日
本
そ
し
て
他
の
ア
ジ
ア
の
国
々
で
あ
る
。
互

い
に
手
を
取
り
合
っ
て
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す

れ
ば
ア
ジ
ア
の
発
展
、
共
存
、
平
和
に
繋
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

宮
内
学
長

：

私
も
商
社
マ
ン
の
感
覚
で
世
界
を
見
て
い
る
。
商
社
マ

ン
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
商
売
と
利
益
。
そ
れ
に
は
取
引
相
手
と
相
互

に
協
力
し
合
う
こ
と
だ
。
商
社
マ
ン
は
利
益
を
求
め
て
世
界
中
を
走
り

回
る
。
一
番
困
る
の
は
戦
争
だ
。
戦
争
で
儲
け
る
人
も
い
る
が
、
長
く

付
き
合
う
に
は
平
和
が
必
要
で
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
昔
の
話
を
し
よ
う
。
一
八
世
紀
以
前
の
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

三
分
の
一
は
中
国
、
六
分
の
一
は
イ
ン
ド
と
い
わ
れ
て
る
。
産
業
革
命

前
の
世
界
で
は
中
国
と
イ
ン
ド
は
二
大
文
明
圏
だ
。
東
ア
ジ
ア
で
は
中

国
が
お
父
さ
ん
、
韓
国
は
お
兄
さ
ん
、
日
本
は
弟
だ
と
言
っ
た
人
が
い

る
。
漢
字
は
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
。
お
父

さ
ん
の
文
化
を
ベ
ー
ス
に
韓
国
や
日
本
は
各
々
の
独
自
の
言
葉
や
文
化

を
築
い
て
き
た
。
互
い
に
違
う
か
ら
こ
そ
対
立
や
喧
嘩
も
あ
る
が
、
そ

の
違
い
と
い
う
か
個
性
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
協
力
も
で
き
る
。
日
韓
の

人
的
交
流
だ
け
で
も
年
間
一
〇
〇
〇
万
人
に
近
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
は

「
す
ご
い
」
こ
と
で
、
お
互
い
に
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
だ
。
互
い
の

個
性
に
関
心
を
持
っ
て
付
き
合
っ
て
い
け
ば
楽
し
く
な
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
は
一
つ
の
国
・
企
業
だ
け

で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
例
え
ば
ス
マ
ホ
に
は
沢
山
の
部
品
が
入
っ
て

い
る
。
様
々
な
国
の
企
業
が
コ
ラ
ボ
し
て
部
品
を
組
み
立
て
、
ス
マ
ホ

を
作
り
、
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
を
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
連

鎖
）
と
言
う
が
、
日
韓
の
企
業
は
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
で
繋
が
っ
て

い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
は
競
争
と
協
力
の
繰
り
返
し
な
の
で
、
日
韓
は
大
い

に
競
争
す
れ
ば
良
い
。
両
国
の
関
係
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
ケ
ー
ト

選
手
だ
っ
た
浅
田
真
央
さ
ん
と
キ
ム
・
ヨ
ナ
さ
ん
の
よ
う
な
「
ラ
イ
バ

ル
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
」
に
あ
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
必
要
な
こ
と

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
若
者
は
ど
う

生
き
抜
い
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。

李
会
長

：

必
要
な
の
は
相
互
理
解
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
習
得
し
て
い
く
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
日
韓
は
、
文
化
、
教
育
、

人
材
育
成
で
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。
経
済
界
の
例
だ
が
、
日
韓
経
済
人
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交
流
会
と
い
う
団
体
が
あ
る
。
五
〇
年
前
に
発
足
し
、
日
本
と
韓
国
の

人
の
交
流
を
進
め
て
い
る
。
現
在
こ
の
組
織
は
数
百
名
か
ら
な
る
大
組

織
に
発
展
し
、
毎
年
日
韓
の
学
生
交
流
を
支
援
し
て
い
る
。

以
前
は
大
学
生
の
交
流
の
み
を
支
援
し
て
い
た
が
、
現
在
高
校
生
の

交
流
も
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
合
計
で
二
〇
〇
〇
名
位
の
学
生

が
日
韓
の
架
け
橋
に
な
っ
て
き
た
。
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
翻
訳
ア
プ
リ
も
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
上
手
く
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
短
期

間
の
交
流
な
の
に
、
こ
れ
に
参
加
し
た
学
生
は
二
〇
年
来
の
付
き
合
い

を
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
覚
で
、
別
れ
る
時
は
互
い
に
抱
き
合
っ
て

泣
い
て
い
る
。
今
の
若
者
と
私
の
世
代
と
は
か
な
り
違
う
。
今
の
若
者

の
方
が
私
の
世
代
よ
り
人
の
交
流
は
上
手
く
い
っ
て
い
る
と
思
う
。
こ

の
点
は
あ
ま
り
心
配
し
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

宮
内
学
長

：

や
は
り
人
と
人
の
関
係
が
大
切
だ
。
留
学
生
の
受
け
入

れ
や
日
韓
の
交
換
留
学
を
も
っ
と
拡
大
し
た
い
。
自
分
の
国
を
愛
す
る

こ
と
は
大
事
だ
が
、
互
い
に
感
情
的
に
な
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

と
付
き
合
う
べ
き
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
だ
が
負
の
側
面
も
あ
る
。

同
じ
考
え
を
持
つ
人
だ
け
で
集
ま
り
、
異
な
る
考
え
や
価
値
観
を
も
つ

人
を
理
解
で
き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
を
助
長
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
民

主
主
義
も
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
で
は
な
い
。
し
か
し
独
裁
政
権
よ
り
は
ま
だ

マ
シ
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
直
接
交
流
し
、
視
野

を
広
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
言
い
た
い
こ
と
ば
か
り
言
う
の
で
は
な
く
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
名
前
の
通
り
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」、
つ
ま
り
他
者
と
の

「
対
話
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ
れ
は
楽
し
い
こ
と
で
あ
る

し
、
人
的
交
流
や
対
話
の
推
進
は
、
ま
さ
に
民
間
が
担
う
べ
き
大
切
な

役
割
で
あ
る
。

・
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
は
何
が
必
要
か
。
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

は
ど
の
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
。

李
会
長

：

い
ま
日
本
は
「
求
人
難
」
で
、
就
職
を
希
望
す
れ
ば
簡
単

に
仕
事
は
見
つ
か
る
。
し
か
し
韓
国
は
「
求
職
難
」
で
、
就
職
競
争
が

一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
サ
ム
ス
ン
で
は
世
界
各
地
でG

SAT

（G
lobal Sam

sung Aptitude Test

）と
い
う
入
社
試
験
を
実
施
し
て

い
る
。
先
日
こ
の
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
一
万
五
千
人
の
枠
に
一
〇
万

人
が
応
募
し
た
。
求
人
倍
率
は
約
七
倍
だ
。
昔
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た

が
、
今
は
英
語
力
を
測
る
た
め
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受
験
は
当
た
り
前
に
な
っ

た
。
よ
り
高
い
英
語
力
の
習
得
は
熾
烈
な
就
職
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め

に
必
要
だ
。
も
っ
と
も
英
語
力
だ
け
で
は
充
分
で
な
い
。
韓
国
で
は
主

に
ハ
ン
グ
ル
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
中
国
と
日
本
は
漢
字
を
使
っ

て
い
る
。
と
い
う
こ
と
で
、
サ
ム
ソ
ン
は
社
員
に
漢
字
の
知
識
習
得
も

求
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
の
知
識
も
必
要
だ
。

企
業
が
求
め
て
い
る
の
は
、
た
だ
勉
強
や
運
動
だ
け
が
で
き
る
人
間

で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
知
識
や
教
養
を
備
え
、
相
手
を
理
解
で

き
る
人
間
で
あ
る
。
あ
の
人
は
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
る
が
、
人
間
性
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は
い
か
が
な
も
の
か
？

と
い
っ
た
人
間
で
は
困
る
。

宮
内
学
長

：

韓
国
人
の
英
語
、
特
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア
は
こ
こ

一
五
〜
一
六
年
で
一
気
に
高
く
な
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
自

分
の
頭
で
考
え
る
人
、
悩
む
人
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
（
批

判
的
思
考
）
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
社
会
の
様
々

な
分
野
に
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
Ａ
Ｉ
は
万
能
で
は
な
い
。
デ
ー
タ
が
な
い
と
判
断
で
き
な
い
。
相

手
の
言
う
こ
と
が
嘘
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
の
も
、
結
局
は
人
間
の

「
勘
」
だ
。
人
間
の
「
勘
」
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
、

い
わ
ゆ
る
教
養
で
あ
る
。
だ
か
ら
ど
ん
な
形
で
も
よ
い
。
広
い
教
養
を

身
に
つ
け
て
欲
し
い
。

会
社
を
選
ぶ
と
き
も
大
企
業
か
有
名
企
業
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

良
い
企
業
か
ど
う
か
、
最
後
は
自
分
で
見
極
め
る
し
か
な
い
。
ま
た
ど

こ
で
就
職
す
る
に
し
て
も
基
礎
的
な
こ
と
は
身
に
つ
け
て
お
こ
う
。
先

ほ
ど
話
が
出
た
よ
う
に
、
英
語
だ
け
で
は
な
く
漢
字
能
力
の
習
得
も
大

切
だ
。
漢
字
は
東
ア
ジ
ア
、
日
中
韓
の
共
通
言
語
で
あ
る
。
漢
字
が
分

か
ら
な
け
れ
ば
文
書
も
読
め
ず
、
下
手
を
す
る
と
自
国
の
歴
史
も
分
か

ら
な
く
な
る
。
私
も
最
近
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
で
漢
字
の
勉
強
を

続
け
て
い
る
。

質
疑
応
答

：
学
生
か
ら
の
質
問

●
商
社
マ
ン
と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
は
何
か
？

学
生

：

お
二
人
は
「
商
社
マ
ン
」
と
し
て
何
を
大
事
に
し
て
来
ま
し

た
か
？

宮
内
学
長

：

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
つ

ま
り
対
話
力
だ
。
人
の
話
を
聞
き
、
話
を
し
な
が
ら
互
い
を
理
解
し
、

互
い
に
主
張
し
な
が
ら
共
通
の
「
答
え
」
を
見
つ
け
る
。
学
者
は
正
し

い
か
否
か
を
議
論
す
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
仕
事
は
ど
ち
ら
が
正
し

い
か
否
か
で
は
な
く
、
互
い
に
有
益
な
「
答
え
」
を
探
す
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
闘
争
心
と
戦
略
性
を
持
つ
こ
と
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
は
、

お
互
い
が
利
益
を
求
め
て
競
争
す
る
非
常
に
厳
し
い
世
界
で
あ
る
。
勝

つ
た
め
に
ど
う
す
る
か
、
戦
略
的
に
考
え
る
。
そ
し
て
喧
嘩
を
売
ら
れ

た
ら
闘
う
。
そ
う
い
う
気
概
（
闘
争
心
）
が
必
要
で
あ
る
。

李
会
長

：

信
頼
で
き
る
、
長
続
き
す
る
人
間
関
係
を
作
る
こ
と
。
そ

れ
と
貪
欲
さ
が
必
要
だ
。
日
本
の
若
者
は
も
っ
と
貪
欲
に
な
っ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。
世
界
は
広
い
！

若
い
時
は
と
に
か
く
挑
戦
す
る

こ
と
！

年
を
取
っ
た
ら
後
悔
す
る
。
だ
か
ら
「
頑
張
っ
て
」！

●
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
？

学
生

：

最
近
、
日
本
で
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
拡
大
が
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
お
二
人
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？
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宮
内
学
長

：

高
度
技
能
人
材
以
外
に
も
多
く
の
労
働
者
を
受
け
入
れ

る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
整
備
を
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
は
先
進
国
と
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
。
一
旦
、
労
働
者
が
入

国
し
た
ら
、
そ
の
人
に
は
生
活
が
あ
り
、
日
本
の
文
化
に
な
じ
ん
で
楽

し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
語
教
員
も
不
足
し
、

求
人
難
だ
。
外
国
人
の
子
供
の
教
育
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
外
国
人
受
け

入
れ
は
良
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
無
原
則
に
行
う
と
治
安
面
な
ど
大
変

な
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
で
は
外
国
人
労
働
者
に
政
府
が
支
援
し
て
ド

イ
ツ
語
研
修
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
、
受
け
入
れ
制
度
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
は
、
そ
の
国
に
来
た
人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

よ
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。

李
会
長

：

韓
国
も
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
移
民
受
け

入
れ
で
は
日
本
よ
り
は
法
的
な
環
境
は
整
っ
て
い
る
。
特
に
地
方
に
は

ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
移
民
が
多
く
居
住
し
て
お
り
、「
多
文

化
家
庭
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
程
だ
。
日
韓
で
も
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）を
締
結
す
れ
ば
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）の
よ
う
に
人
材
交
流
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
経
済
界
は
前
か
ら
提
言
し
て
い
る
が
、
現
状
は
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。
も
し
実
現
す
れ
ば
、
韓
国
籍
の

ベ
ト
ナ
ム
人
が
日
本
に
来
て
働
く
と
い
う
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

若
者
は
そ
う
い
う
未
来
に
備
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

●
歴
史
問
題
と
ど
う
向
き
あ
え
ば
良
い
の
か
？

学
生

：
私
は
日
韓
の
歴
史
に
関
心
が
あ
る
。
韓
国
語
を
勉
強
し
、
高

校
で
は
日
韓
の
歴
史
教
科
書
の
比
較
研
究
で
論
文
を
書
い
た
。
日
韓
の

文
化
交
流
は
進
ん
で
い
る
の
に
、
歴
史
問
題
で
対
立
し
て
い
る
。
韓
国

人
は
日
韓
の
歴
史
を
よ
く
知
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
は
歴
史
を
見
つ
め

る
こ
と
か
ら
逃
げ
て
い
る
気
が
す
る
。
日
韓
の
歴
史
問
題
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
教
育
が
必
要
で
す
か
。

李
会
長

：

今
の
若
い
世
代
が
ど
の
く
ら
い
歴
史
問
題
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
親
か
ら
子
へ
と
直
接
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
多
い
だ
ろ
う
。
五
〜
一
〇
年
く
ら
い
経
て
ば
、
状
況
は
良
く
な
る

と
思
う
。
で
も
そ
の
時
間
を
少
し
で
も
短
く
す
る
た
め
に
相
互
理
解
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
政
治
家
が
果
た
す
役
割
は
大
切
だ
。

一
九
六
三
年
の
エ
リ
ゼ
条
約
で
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
に
謝
罪
し
、
両
国

の
関
係
は
良
く
な
っ
た
。
二
〇
年
前
の
日
韓
共
同
宣
言
調
印
の
際
に
、

日
本
の
小
渕
総
理
は
韓
国
に
謝
罪
し
た
。
こ
の
よ
う
に
政
治
家
が
努
力

し
て
過
去
に
け
じ
め
を
つ
け
れ
ば
良
い
。
し
か
し
韓
国
で
は
政
治
家
が

政
権
維
持
の
た
め
に
歴
史
問
題
を
利
用
し
、
さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
が
騒
ぎ

立
て
、
世
論
を
煽
動
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
家
の
延
命
に
役

立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
の
国
民
に
と
っ
て
有
益
で
は
な
い
。
若

者
は
過
去
よ
り
も
未
来
に
向
け
て
、
今
よ
り
さ
ら
に
良
い
生
活
が
で
き

る
よ
う
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。

李
会
長

：

韓
国
で
は
八
月
一
五
日
を
光
復
節
と
言
い
、
日
本
で
は
終
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戦
記
念
日
と
呼
ん
で
い
る
。
敗
戦
な
の
に
終
戦
と
呼
ぶ
の
は
納
得
い
か

な
い
と
い
う
韓
国
人
も
い
る
が
、
私
は
そ
れ
で
も
良
い
と
思
う
。
大
事

な
こ
と
は
、
過
去
の
歴
史
の
中
で
自
分
が
反
省
す
べ
き
点
は
何
か
を
知

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
相
手
を
責
め
、

相
手
の
せ
い
に
す
る
。
自
分
に
問
題
が
あ
る
時
は
、
自
分
で
解
決
す
れ

ば
良
い
。
日
本
人
だ
け
で
な
く
韓
国
人
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

宮
内
学
長

：

日
本
人
は
八
月
一
五
日
を
終
戦
記
念
日
で
な
く
敗
戦
記

念
日
と
し
て
記
憶
す
べ
き
だ
。
日
本
で
は
歴
史
教
育
、
と
く
に
近
・
現

代
史
を
し
っ
か
り
と
教
え
て
い
な
い
点
が
問
題
で
あ
る
。
ま
た
国
内
で

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
の
は
仕
方
な
い
こ
と
だ
が
、
過
敏
に
な

り
す
ぎ
る
の
は
問
題
だ
。
自
分
で
冷
静
に
考
え
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

韓
国
で
は
い
わ
ゆ
る
「
反
日
」
教
育
が
行
わ
れ
、
日
韓
の
対
立
が
煽
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
め
て
欲
し
い
と
私
は
韓
国
の
財
界
人

や
政
治
家
に
伝
え
て
い
る
。
国
が
違
え
ば
歴
史
観
を
完
全
に
一
致
さ
せ

る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
そ
の
中
で
、
悩
み
な
が
ら
「
解
」
を
探
し
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
立
場
が
違
う
か
ら
こ
そ
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
る
。
す
べ
て
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
互
い
に
交

流
し
、
対
話
を
楽
し
め
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

〈
後
記
・
謝
辞
〉

対
談
終
了
後
、
宮
内
学
長
の
案
内
で
李
会
長
は
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ツ

右から、宮内学長、李氏、通訳の孟信美先生、司会の阪田先生
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ア
ー
を
行
い
、
多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
）

に
あ
る
韓
国
の
文
化
施
設
「
韓
屋（
ハ
ノ
ク
）」
や
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
の
展
示
を
見
学
し
た
。
ツ
ア
ー
の
途
中
で
、

偶
然
に
も
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
行
わ
れ
て
い
た
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
・
サ
ー

ク
ル
の
練
習
風
景
に
出
会
っ
た
。
李
会
長
は
、
本
学
の
学
生
と
韓
国
語

で
会
話
を
交
わ
し
、
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
の
韓
国
文
化
の
一
端
に
触
れ
た
。
さ
ら

に
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
と
「
食
神
」（
ア
ジ
ア
各
国
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
を
味
わ

え
る
食
堂
）
に
も
足
を
運
び
、
施
設
を
体
験
し
た
。

今
回
の
「
日
韓
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
に
参
加
し
た
学
生
の
コ
メ
ン
ト
を

み
る
と
、
普
段
、
メ
デ
ィ
ア
で
流
さ
れ
る
「
い
が
み
あ
う
日
韓
」
と
は

異
な
る
世
界
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
に
携
わ
っ
て
き
た
日
韓
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
互
い
に
「
宮
内
さ
ん
」、

「
李
さ
ん
」
と
親
し
く
呼
び
合
い
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
率
直
に
意

見
を
交
わ
す
姿
を
間
近
で
見
て
、
日
韓
関
係
の
未
来
に
つ
い
て
厳
し
い

面
も
あ
る
が
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
学
生
の
意
見
も
あ
っ
た
。
そ

の
意
味
で
「
次
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
伝
え
る
と
い
う
こ
の
「
日

韓
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
の
目
的
は
多
少
な
り
と
も
達
成
さ
れ
た
と
安
堵
し

て
い
る
。

以
上
、
本
対
談
の
開
催
に
あ
た
り
、
様
々
な
方
々
の
協
力
を
得
た
。

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
李
会
長
と
事
務
局
の
鄭
ユ
ン
フ
ァ
さ
ん
、
三

星
（
サ
ム
ソ
ン
）
ジ
ャ
パ
ン
の
崔
宰
星
（
チ
ェ
・
ジ
ェ
ス
ン
）
部
長
、
通

訳
サ
ポ
ー
ト
を
務
め
た
孟
信
美（
メ
ン
・
シ
ン
ミ
）先
生（
本
学
非
常
勤

講
師
）。
宮
内
学
長
な
ら
び
に
学
事
部
の
松
戸
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
、
浜
之
上
幸
先
生
（
ア
ジ
ア
言
語
学
科
主
任
）、
木
村
昌
人
先
生

（
本
学
非
常
勤
講
師
）。
Ｇ
Ｃ
Ｉ
の
高
杉
所
長
、
河
越
副
所
長
、
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
の
進
藤
さ
ん
と
東
さ
ん
、
今
千
春
先
生
（
Ｇ
Ｃ
Ｉ
研
究
員
）、

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
。
こ
こ
に
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

注（1） 

日
韓
共
同
宣
言
は
一
九
九
八
年
一
〇
月
八
日
に
小
渕
恵
三
首
相

と
金
大
中
大
統
領
が
東
京
に
て
調
印
し
た
。
原
文（
日
本
語
）は

外
務
省https://w

w
w.m
ofa.go.jp/m

ofaj/kaidan/yojin/
arc_98/k_sengen.htm

l

参
照
。

（2） 

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ（
ソ
ウ
ル
―
東
京
）フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二
〇
一
三
年
に
発

足
し
た
日
韓
民
間
交
流
団
体
。Seoul

のSE

、Tokyo

のTO

の
頭
文
字
二
字
を
と
っ
て
「
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
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